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八郎潟小学校5年生が
八郎潟町の特産品を考えました。 もうすぐ１年生

３月13日 八郎潟幼稚園卒園式



◆問い合わせ先　
八郎潟町教育委員会　☎８７５－５８１２

新図書館利用カードの
申込受付を始めます！
　新図書館の利用カードを事前に申

し込むことができます。

　事前申込みを希望する方は、広報

４月号に折り込んでいる申込書に必

要事項をご記入の上、教育委員会へ

お申し込みください。その際に、住所確認をさせてい

ただきますので、免許証や保険証などを忘れずにお持

ちください。

　５月以降は、直接、新図書館へご来館の上、お申し

込みください。

　なお、申込書は、町ホームページの「申請書ダウン

ロード」からも印刷できます。

「はちパル」の駐車場が完成！
　４月１日からご利用いただけます

八郎潟駅

ローソン

はちパル

出入口

出入口

出入口

↑
大
潟
村

←一日市商店街

　開館時間 
　午前９時～午後８時
　※子育て支援センター：午前９時～午後４時
　※図書館：土・日・祝日は午前９時～午後６時

　休館日  
●図書館 …………水曜日、年末年始
●子育てゾーン ……月曜日、祝日、年末年始
●交流ゾーン ………年末年始
　※ゾーンによって休館日が違います。ご注意ください。

八郎潟町えきまえ交流館

 「はちパル」
５月１日オープン！

　秋田県市町村未来づくり協働プログラムによ

り、県との協働で進めております「駅前にぎわ

い・ふれあい・元気プロジェクト」。このたび

八郎潟町えきまえ交流館「はちパル」が完成い

たしました。八郎潟駅前という好立地で、どな

たでも利用しやすくなっています。集いの場、

賑わいの場として、多くのみなさまにご利用

いただきたいと思いますので、どうぞ「はちパ

ル」をよろしくお願いいたします。

所在地：八郎潟町字中田67番地４
八郎潟駅前、五城目八郎潟ICから車で５分

※　　　　・・・利用できる駐車スペース
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はちパル１階平面図

午後３時　 　テープカット

午前９時　　　　オープニングセレモニー
午前９時30分　　八郎潟中学校吹奏楽部記念演奏会
午前10時　　　　願人踊公演

５月４日（月・祝）
午後１時30分　　秋田大学吹奏楽団演奏会（90分）

５月５日（火・祝）
田丸さんのおはなし会　１回目　　午前11時～
　　　　　　　　　　　２回目　　午後２時30分～
（秋田県子ども読書支援センター　田丸美穂氏）

１回目　　午前10時～
２回目　　午後３時～（各回15分程度）

新しくなった町立図書館をご案内します！
申し込みは不要です。開始時間までに直接図書館入口
（出会いのホール）へお越しください。

４月23日　竣工式 ５月１日～５月６日
図書館案内ツアー

５月１日　オープン

５月４日・５日　オープニング企画イベント
ニャンパチの登場や、記念バッジ・
風船・タオルの配布もあります！

両日とも、軽トラ市、物産販売、屋台などがあります。
詳しいイベントの内容については、4月下旬の新聞折込で
お知らせいたします。

★ キッチン、多目的スペース、交流ホール、スタジオをご利用の際は、
下記へお申し込みください。４月６日（月）から受付いたします。
 八郎潟町教育委員会（☎８７５－５８１２）
 受付時間：午前９時～午後５時

図書館 子育て支援ホール 交流ホール

キッチン

書 庫

多 目 的ル ー ム

図 書 館

ボランティアル ー ム えほんのへ や

出会いのホ ー ル

多 目 的
スペース

カ フ ェ
コーナー

交 流 ホ ー ル

子 育 て
支 援
ホ ー ル

スタ
ジオ

キッチン

休 憩
コーナー
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　平成27年度八郎潟町の当初予算が、３月４日から開かれた３月定例会において可決されました。
　一般会計の予算規模は、対前年度比１億5,837万９千円、5.8％増の28億7,757万円となりました。
特別会計を合わせますと、総額で51億1,632万９千円となり、対前年度比３億1,642万９千円、6.6
％の増となっております。

国民健康保険特別会計
8億5,549万6千円（前年度比 20.3％）
農家や自営業の方々、退職された方の医療費を給付す

るために使われます。

後期高齢者医療特別会計
6,370万1千円（前年度比 △1.3％）
高齢者の方の医療費を給付するために使われます。

公共下水道事業特別会計
3億91万9千円（前年度比 △7.6％）
下水道施設の建設と維持管理をするために使われます。

介護保険特別会計
保険事業勘定 8億183万6千円（前年度比 3.6％）
サービス事業勘定 251万4千円（前年度比 0.5％）
介護（介護予防）における各種サービスに伴う給付並

びに支援等のために使われます。

上水道特別会計
収益的支出 1億3,601万5千円（前年度比 △14.0％）
資本的支出 7,827万8千円（前年度比 75.3％）
安全で安心な水を供給するために使われます。

特別会計と企業会計予算

　平成27年度八郎潟町の当初予算が、３月４日から開かれた３月定例会において可決されました。
　一般会計の予算規模は、対前年度比１億5,837万９千円、5.8％増の28億7,757万円となりました。

予 算 概 要平成27年度

町税
4億6,488万円
町税
4億6,488万円

町債
1億7,180万円

県支出金
1億9,475万6千円

国庫支出金
3億6,471万4千円
国庫支出金
3億6,471万4千円

自主財源
7億659万9千円

繰入金
1億3,109万2千円

使用料及び
手数料
4,954万2千円
分担金及び
負担金
1,782万4千円

その他
4,326万1千円

譲与税・
各種交付金
1億970万1千円

譲与税・
各種交付金
1億970万1千円

地方交付税
13億3,000万円
地方交付税
13億3,000万円

依存財源
21億7,097万1千円

歳　入
28億7,757万円

＊ 歳　入 ＊ 歳　出

議会費
6,572万1千円その他

303万6千円
総務費
3億5,012万3千円

民生費
6億6,962万2千円
民生費
6億6,962万2千円

衛生費
3億2,769万7千円

農林水産業費
2億1,985万1千円

商工費
7,357万7千円

土木費
3億6,024万3千円
土木費
3億6,024万3千円

消防費
1億5,810万5千円
消防費
1億5,810万5千円

教育費
3億167万9千円
教育費
3億167万9千円

公債費
3億4,791万6千円
公債費
3億4,791万6千円

歳　出
28億7,757万円
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デマンド型乗合タクシー事業
予算額　１，４６７千円

面潟バス路線廃止に伴う代替交通で、

本年度から五城目町のバスターミナ

ルを乗降拠点として追加し、利用者

の利便性の充実を図ります。

ふるさと納税報償費
予算額　　　１８０千円

ふるさと納税寄付者へのお礼と、町

特産品のPR及び地域の活性化を図る

ため、マガモ肉セットを贈ります。

結婚祝い金事業
予算額　１，０００千円

婚姻届提出後、町内に居住すること

を要件に10万円を交付します。

地域福祉協力員設置人材育成事業
予算額　５，８４２千円

各町内の民生委員と連携しながら、各

団体とのネットワークを構築します。

八郎潟de愛サポート事業
予算額　　　２１０千円

婚活イベントに対し本年度も助成し

ます。

妊婦健診事業
予算額　３，２０６千円

妊婦の健康管理の充実を図り、経済

的な負担を軽減します。また本年度

からは産後１カ月健診と母乳外来助

成を実施します。

地域子育て支援センター事業
予算額　７，８４８千円

子育て親子の交流促進・子育てに関

する相談等、子育て支援機能の充実

を図ります。

保育園給食費助成事業
予算額　　１７１千円

３歳児以上の主食費を全額助成し、

保護者の負担を軽減します。

福祉医療費（町単独分）
予算額　２，４２７千円

福祉医療費の支給対象者を中学生ま

で拡大し、子育て世帯の医療費軽減

を図ります（支給開始は８月から）。

未熟児養育医療事業
予算額　　５２０千円

未熟児医療の医療費と食事療養費の

一部を助成します。

農業夢プラン応援事業
予算額　１，７２２千円

作物の産地拡大の取組に必要な設備

等の導入を支援し、農業経営の確立

を図ります。

青年就農給付金事業
予算額　１，５００千円

新規就農した青年の方に、農業を始

めてから経営が安定するまで最長5年

間給付金を支給します。

多面的機能支払交付金事業
予算額　３２，９７４千円

地域共同で行う多面的機能を支える

活動や、地域資源の質的向上を図る

活動を支援するもので、７団体に交

付します。

若者イベント助成事業
予算額　１，０００千円

若者主体による、魅力あるまちづく

りのため「若者イベント実行委員

会」に継続助成します。

商店街街路灯撤去改修補助事業
予算額　１２，１７０千円

町街路灯会が実施主体で行う、既存

街路灯の撤去・更新・LED化事業に

対し補助します。

郷土芸能会館建設事業
予算額　２５，４０４千円

山車や太鼓などの備品格納及び願人

踊等の練習場所を確保し、後継者育

成と町の文化遺産を後世に引き継ぐ

ことを目的として、防災センター駐

車場敷地内に郷土芸能会館を建設し

ます。

社会資本整備総合交付金事業
予算額　１３６，９８４千円

（計画年度26～30年度）

町道浦大町下町線・町道中央線ほか4

路線や橋梁点検、除雪などを実施し

ます。

町営住宅改修事業
予算額　８，５９７千円

川崎・まちなか住宅各2戸の外壁等を

改修します。

学校給食費助成事業
予算額　２４，００８千円

町内外の小中学校に在籍している、

町内に住所を有する児童・生徒の保

護者を対象に、教育の充実及び子育

て支援を目的として継続実施します。

通学児童バス定期券購入補助事業
予算額　１，８８７千円

通学児童バス定期券の購入補助を今

までの半額から全額補助とし、保護

者の負担軽減を図ります。

平成27年度の主な事業
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行
政
報
告

　
　
　
　
　
（
要
旨
）

秋
田
県
市
町
村
未
来
づ
く
り
協

働
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
に
つ
い
て

　
駅
前
に
建
設
中
の
情
報
交
流
拠
点

多
目
的
施
設
の
工
事
は
、
完
成
後
の

施
設
の
引
き
渡
し
後
か
ら
、
施
設
備

品
の
搬
入
・
設
置
な
ど
、
５
月
１
日

の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
準
備
を
進
め

ま
す
。
４
月
23
日
に
竣
工
式
及
び
祝

賀
会
、
５
月
１
日
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
、
５
月
４
日
・
５
日
に

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
企
画
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
の
正
式
名
称
を
「
え

き
ま
え
交
流
館
」
と
し
、
本
定
例
会

に
施
設
の
設
置
条
例
案
を
上
程
し
て

お
り
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ

ー
事
業
に
つ
い
て

　　
１
月
末
の
登
録
者
数
１
２
０
名
で
、

平
成
25
年
度
末
と
比
較
す
る
と
48
名

の
増
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
26
年
４

八
郎
潟
町
議
会

八
郎
潟
町
議
会

八
郎
潟
町
議
会

３
月
定
例
会

会
期
：
３
月
４
日
〜
13
日
の
10
日
間

月
か
ら
平
成
27
年
１
月
ま
で
の
利
用

人
数
は
延
べ
９
０
５
名
で
あ
り
、
月

平
均
で
90
名
の
方
が
利
用
し
て
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
は
五

城
目
町
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
運

行
さ
れ
ま
す
。
今
後
も
交
通
弱
者
の

方
々
が
利
用
し
や
す
い
運
行
形
態
と

な
る
よ
う
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

第
６
期
介
護
保
険
事
業
計

画
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
度
か
ら
３
ヵ
年
に
お
け

る
各
種
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
、
介
護

保
険
料
額
、
地
域
支
援
事
業
の
円
滑

な
実
施
を
図
る
た
め
の
事
業
に
関
す

る
計
画
等
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
本
計
画
で
は
、
介
護
保
険
料
額

の
標
準
額
を
、
こ
れ
ま
で
の
月
額
４
，

９
５
０
円
か
ら
５
，
８
０
０
円
に
引

き
上
げ
る
内
容
と
し
て
お
り
、
町
介

護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
条
例
案
を

本
定
例
会
に
上
程
し
て
お
り
ま
す
。

幹
線
水
路
の
調
査
結
果
に
つ
い
て

　
幹
線
水
路
の
７
水
系
に
つ
い
て
、

調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
ほ
と
ん

ど
が
豪
雨
に
は
対
処
で
き
な
い
と
い

う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
対
策
と
し

て
は
、
分
水
や
水
路
断
面
の
拡
幅
を

検
討
し
て
お
り
ま
す
が
、
全
て
の
排

水
は
西
側
に
流
れ
る
た
め
、
施
工
可

能
な
２
水
系
に
つ
い
て
は
、
水
路
管

理
者
で
あ
る
八
郎
潟
土
地
改
良
区
と

今
後
、
協
議
を
進
め
て
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

国
民
文
化
祭
の
解
散
に
つ
い
て

　
昨
年
10
月
に
第
29
回
国
民
文
化
祭

が
本
県
で
開
催
さ
れ
、
本
町
の
主
催

事
業
も
盛
会
裡
に
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
２
月
18
日
に
、
国
民

文
化
祭
八
郎
潟
町
実
行
委
員
会
の
総

会
が
開
催
さ
れ
、
解
散
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
町
と
し
て
は
、
こ
れ
を
機
会
に
、

「
願
人
踊
」
を
含
む
本
町
の
民
俗
文

化
財
の
国
指
定
に
向
け
て
、
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
　
町
長

施
政
方
針
（
要
旨
）

　
長
く
低
迷
し
た
我
が
国
の
経
済
情

勢
は
、
や
や
薄
明
か
り
が
差
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
景
気
回
復
の
実
態

は
、
い
ま
だ
全
国
津
々
浦
々
ま
で
は

届
い
て
お
ら
ず
、
「
デ
フ
レ
」
か
ら

の
脱
却
は
、
道
半
ば
に
あ
る
と
言
え

ま
す
。

　
国
で
は
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

地
方
へ
の
好
循
環
拡
大
に
向
け
た
緊

急
経
済
対
策
の
柱
と
し
て
、
地
域
住

民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た
め
の
交
付

金
を
創
設
。
本
町
に
お
い
て
も
本
定

例
会
に
３
，
１
２
０
万
９
千
円
を
補

正
予
算
の
歳
入
と
し
て
計
上
し
て
お

り
ま
す
。

　
交
付
金
の
地
域
消
費
喚
起
・
生
活

支
援
型
に
つ
い
て
は
、
五
城
目
町
・

井
川
町
と
の
共
同
で
湖
東
３
町
商
工

会
に
委
託
し
、
プ
レ
ミ
ア
率
20
％
の

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
す
る
た

め
、
総
額
１
，
６
７
８
万
円
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
方
創
生
先
行
型
に
つ
い

て
は
、
本
町
の
活
性
化
を
基
本
的
視

点
と
し
て
、
今
後
講
ず
べ
き
施
策
や

目
標
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
八
郎
潟

町
総
合
戦
略
」
を
策
定
す
る
経
費
と

し
て
、
９
４
３
万
３
千
円
を
計
上

す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
八
郎
潟
駅

前
を
観
光
の
重
要
な
拠
点
エ
リ
ア

に
位
置
づ
け
、
今
年
５
月
に
新
規
オ

ー
プ
ン
す
る
「
八
郎
潟
町
え
き
ま
え

交
流
館
」
を
拠
点
に
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
や
施
設
の
充
実
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
交
流
人
口
の
増
大
を
図

り
、
よ
り
一
層
の
産
業
の
活
性
化
や

地
域
文
化
の
伝
承
に
つ
な
げ
る
た
め
、

に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
費
と
し
て
、
２
，

０
６
９
万
２
千
円
を
計
上
し
て
お
り

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
町
の
重
要
な
基
幹
産
業

で
あ
る
農
業
支
援
と
し
て
、
転
作
田

の
円
滑
な
利
活
用
と
農
業
経
営
の
安

定
化
対
策
と
し
て
、
大
豆
・
枝
豆
・

野
菜
の
作
付
面
積
ま
た
は
出
荷
数
量

に
対
し
、
助
成
す
る
こ
と
で
農
業
従

事
者
の
農
業
離
れ
の
防
止
を
図
る
た

め
、
水
田
利
活
用
支
援
対
策
事
業
費

と
し
て
４
２
５
万
円
を
計
上
し
て
お

り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
町
で
は
、
平
成
17
年
度

か
ら
平
成
26
年
度
ま
で
の
10
年
間
を

計
画
期
間
と
し
た
自
立
計
画
に
基
づ

き
、
人
件
費
の
削
減
は
も
ち
ろ
ん
、

事
務
事
業
の
見
直
し
、
物
件
費
の
削

減
、
各
種
負
担
金
・
補
助
金
の
見
直

し
等
を
行
う
な
ど
、
町
民
の
ご
理
解

を
得
な
が
ら
徹
底
し
た
行
財
政
改
革

に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
平
成
17
年

度
に
94
．
７
％
だ
っ
た
経
常
収
支
比

率
は
平
成
25
年
度
で
は
8
．
１
％
に
、

実
質
公
債
費
比
率
に
つ
い
て
は
、
平

成
18
年
度
24
．
９
％
と
地
方
債
の
制

限
を
受
け
る
寸
前
ま
で
上
が
り
ま
し

た
が
、
平
成
25
年
度
で
は
11
．
１
％
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と
順
調
に
推
移
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
基
金
積
立
金
に
つ
い
て

も
、
平
成
15
年
度
末
に
は
財
政
調
整

基
金
３
，
８
５
３
万
６
千
円
、
減
債

基
金
１
億
２
，
０
０
４
万
円
と
非
常

に
厳
し
い
状
況
で
し
た
。
そ
の
後
は

歳
出
削
減
の
努
力
に
よ
り
多
額
の
取

り
崩
し
も
な
く
、
平
成
25
年
度
末
の

基
金
積
立
残
高
は
、
財
政
調
整
基
金

17
億
７
，
１
３
５
万
円
、
減
債
基
金

１
億
６
，
９
０
８
万
８
千
円
、
特
定

目
的
基
金
１
億
５
，
０
６
２
万
２
千

円
と
順
調
に
推
移
し
、
懸
案
事
項
で

あ
り
ま
し
た
財
政
の
健
全
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
度
は
第
５
次
基
本
構
想

の
最
終
年
で
あ
り
ま
す
。
第
５
次
基

本
構
想
の
成
果
を
し
っ
か
り
検
証
し
、

こ
の
八
郎
潟
町
を
明
る
い
未
来
へ
導

く
た
め
、
こ
れ
か
ら
の
八
郎
潟
町
の

あ
る
べ
き
姿
を
平
成
28
年
度
か
ら
の

第
６
次
基
本
構
想
に
反
映
し
て
ま
い

り
ま
す
。
本
町
で
は
、
産
業
振
興
・

人
口
減
少
対
策
な
ど
課
題
が
山
積
し

て
お
り
ま
す
。
基
本
構
想
の
策
定
に

つ
き
ま
し
て
は
、
そ
れ
ら
の
課
題
解

決
の
た
め
の
施
策
を
広
く
町
民
の
意

見
・
要
望
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
実

施
で
き
る
計
画
を
財
政
計
画
と
併
せ

て
計
画
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
第
６
次
基
本
構
想

の
策
定
に
つ
い
て
は
、
過
疎
自
立
促

進
計
画
策
定
と
併
せ
、
平
成
27
年
度

中
に
策
定
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
秋
田
県
市
町
村
未
来
づ
く

り
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
に
よ
り
駅

前
に
建
設
し
て
い
る
、
え
き
ま
え
交

流
館
「
は
ち
パ
ル
」
が
今
年
５
月
１

日
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。
こ
の

施
設
は
、
図
書
館
を
中
心
に
子
育
て

支
援
、
交
流
機
能
を
有
す
る
情
報
交

流
拠
点
施
設
で
あ
り
、
「
学
び
」
と

「
交
流
」
を
通
じ
て
地
域
を
支
え
る

人
材
の
育
成
と
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す

る
た
め
の
施
設
で
あ
り
ま
す
。
今
後

も
施
設
を
拠
点
と
し
て
各
種
事
業
に

取
り
組
み
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
、
広
く
町
民
か
ら
愛
さ

れ
る
施
設
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

平
成
27
年
度

主
な
新
規
事
業

◆ 

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業

は
、
五
城
目
町
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
ま
で
運
行
路
線
を
延
伸
し
、
利

用
者
の
利
便
性
を
図
り
ま
す
。

◆ 

子
育
て
世
帯
の
医
療
費
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
福
祉
医
療
費
の
支

給
対
象
者
を
中
学
生
ま
で
に
拡
大

し
、
町
単
独
事
業
と
し
て
支
援
を

し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆ 

子
育
て
支
援
で
子
ど
も
・
子
育
て

新
制
度
に
よ
る
保
育
の
推
進
を
図

る
た
め
、
保
育
事
由
の
対
象
範
囲

の
拡
大
、
３
歳
児
以
上
の
主
食
費

の
全
額
補
助
、
え
き
ま
え
交
流
館

で
の
実
施
に
よ
る
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
規
模
拡
大
、
子
ど
も
の

駅
認
定
に
よ
る
広
域
利
用
促
進
を

図
り
ま
す
。

◆ 

商
店
会
街
路
灯
撤
去
改
修
の
補
助
、

郷
土
芸
能
会
館
の
建
設
、
情
報
発

信
基
地
と
な
る
え
き
ま
え
交
流
館

「
は
ち
パ
ル
」
を
拠
点
と
し
た
郷

土
芸
能
の
体
験
企
画
や
軽
ト
ラ
市

な
ど
、
本
町
の
魅
力
を
発
信
し
に

ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

◆ 

三
倉
鼻
地
区
の
が
け
地
危
険
区
域

に
つ
い
て
、
防
災
事
業
に
該
当
さ

せ
る
た
め
、
南
側
斜
面
の
用
地
測

量
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

◆ 

町
営
住
宅
の
建
替
計
画
に
つ
い
て

は
、
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
な

ど
、
め
ま
ぐ
る
し
い
変
化
に
対
応

し
、
単
な
る
、
耐
用
年
数
や
老
朽

化
に
伴
う
建
替
で
は
な
く
、
町
の

将
来
を
担
っ
た
、
若
者
が
住
み
た

い
と
い
う
よ
う
な
魅
力
あ
る
住
宅

建
設
や
環
境
整
備
が
必
要
な
た
め
、

住
宅
建
設
の
基
本
計
画
を
策
定
し

ま
す
。

◆ 

浄
水
場
施
設
の
耐
震
診
断
に
よ
り
、

耐
震
不
足
を
判
定
さ
れ
た
浄
水
本

館
建
屋
に
つ
い
て
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
機
能
強
化
等
事
業
で
耐
震
化
に

向
け
、
耐
震
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

◆ 

小
学
校
の
通
学
児
童
バ
ス
定
期
券

の
購
入
補
助
に
つ
い
て
、
今
ま
で

の
半
額
か
ら
全
額
補
助
に
し
、
保

護
者
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　●　 平成26年度八郎潟町一般会計補正予算
（第６号）について

　●　 平成26年度八郎潟町国民健康保険特別
会計補正予算（第４号）について

　●　 平成26年度八郎潟町公共下水道事業特
別会計への繰り入れの補正について

　●　 平成26年度八郎潟町公共下水道事業特
別会計補正予算（第３号）について

　●　 平成26年度八郎潟町介護保険特別会計
補正予算（第４号）について

　●　 八郎潟町特別職の職員で非常勤のもの
の報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例について
　●　 職員等の旅費に関する条例の一部を改
正する条例について

　●　 特別会計条例の一部を改正する条例に
ついて

　●　 八郎潟町町税条例の一部を改正する条
例について

　●　 八郎潟町立図書館設置条例の一部を改
正する条例について

　●　 八郎潟町青年婦人会館ロマンの里八郎
湖センター設置条例の一部を改正する

条例について

　●　 八郎潟町介護保険条例の一部を改正す
る条例について

　●　 八郎潟町道路占用料徴収条例の一部を
改正する条例について

　●　 八郎潟町都市公園条例の一部を改正す
る条例について

　●　 八郎潟町一日市コミユニテイ防災センタ
ー条例の一部を改正する条例について

　●　 八郎潟町えきまえ交流館条例の制定に
ついて

　●　 八郎潟町地域史料館条例の制定につい
て

　●　 八郎潟町指定介護予防支援の事業の人
員及び運営並びに指定介護予防支援に

係る介護予防のための効果的な支援の

方法に関する基準等を定める条例の制

定について
　●　 八郎潟町地域包括支援センターの職員
及び運営に関する基準を定める条例の

制定について
　●　 保育の実施に関する条例を廃止する条
例について

　●　 八郎潟町学童保育料徴収条例を廃止す
る条例について

　●　 八郎潟町過疎地域自立促進計画の変更
について

　●　 八郎潟町の公の施設に係る指定管理者
の指定について

　●　 平成27年度八郎潟町一般会計予算につ
いて

　●　 平成27年度八郎潟町国民健康保険特別
会計予算について

　●　 平成27年度八郎潟町後期高齢者医療特
別会計予算について

　●　 平成27年度八郎潟町公共下水道事業特
別会計への繰り入れについて

　●　 平成27年度八郎潟町公共下水道事業特
別会計予算について

　●　 平成27年度八郎潟町介護保険特別会計
予算について

　●　 平成27年度八郎潟町上水道特別会計予
算について

　●　 八郎潟町副町長の選任につき同意を求
めることについて

　●　 人権擁護委員の推薦につき意見を求め
ることについて（諮問）

　●　 八郎潟町第４期障害福祉計画・障害者
計画の策定について（報告）

議
決
さ
れ
た
議
案
等
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※保育園は日程の都合上、集会の写真を掲載しております。

３月７日 八郎潟中学校卒業証書授与式 51名
３月13日 八郎潟幼稚園卒園式 22名
３月17日 八郎潟小学校卒業証書授与式 37名
３月28日 八郎潟保育園卒園式 14名

卒 業 次なる舞台への旅立ち

受賞者（敬称略）

●上級　300日以上
小柳　昂世（小６） 谷川　未采（小５）
三戸　留吉（一般） 小柳　洋樹（一般）
村木　弘之（一般） 渡部　和男（一般）
小野　憲一（一般） （故）小栁　傳治（一般）

●中級　240日以上　該当者なし　●初級　180日以上　該当者なし

　かけ足運動がんばりました！
　3月3日、農村環境改善センターでかけ足運動表彰式が開催され、平成26年の年間を通して
300日以上かけ足運動をがんばった8名が表彰されました。
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　八郎潟町芸術文化協会による学芸文化章授与式が２月

27日八郎潟小学校で、３月３日八郎潟中学校で行われま
した。町芸術文化協会では、町の芸術文化の振興発展を

図るため、昨年1年間を通して芸術・文化活動に貢献のあ
った児童・生徒を表彰しています。

八郎潟町芸術文化協会「学芸文化章」

　３月17日、平成26年度秋
田県消防功労者表彰式におい

て、本町消防団本部分団長畠

山政義さん（一日市）が消防

庁長官表彰を受けられました。

畠山さんは昭和58年以来31
年にわたり、消防団員として

防火思想の普及、消防施設の整備等地域の防災に取り

組んだことが評価され、このたびの受賞となりました。

畠山政義さん消防庁長官より
表彰

佐藤　ゆう菜さん（受賞時八小１年）

　　　　第55回秋田県児童生徒美術展　推奨
齊藤　美羽さん（受賞時八小１年）

　　　　第55回秋田県児童生徒美術展　推奨
加藤　海笑さん（受賞時八小３年）

　　　　第60回青少年読書感想文コンクール秋田県審査会
　　　　小学校中学校自由読書の部　優良賞

草階　康太朗さん（受賞時八中１年）
　　　　第６回新聞きりぬきコンクール中学生の部　優秀賞

吉田　茜さん（受賞時八中２年）

　　　　第20回秋田県ソフト大会　最優秀賞

　３月８日、八郎潟建設技能組合のみなさんが八郎潟小

学校と八郎潟幼稚園で作業奉仕をしました。小学校では、

１階・２階のプレイルームなどの床のタイルを張り替え、

幼稚園ではドアストッパーや壁掛けフックの取付やハン

ガーかけの修理などを行いました。この日の作業はすべ

てボランティアで行っていただきました。ありがとうご

ざいました。

建設技能組合の作業奉仕

　３月17日、平成26年度秋
田県消防功労者表彰式におい

て、本町消防団長齊藤和雄さ

ん（小池）が日本消防協会功

績章を受けられました。齊藤

さんは昭和54年以来36年に
わたり、消防団員として防火

思想の普及、消防施設の整備等地域の防災に取り組ん

だことが評価され、このたびの受章となりました。

齊藤和雄さん日本消防協会より
表彰

　３月19日、踏切事故防止訓練会が真坂踏切で行われました。五城目
地区交通安全協会八郎潟支部、五城目警察署、JR、湖東消防、地域住民
のみなさんが参加し、踏切内に自動車が立ち往生した場合の脱出訓練や、

発炎筒の取扱い方、非常押しボタンの取扱い方などの訓練を行いました。

踏切内に自動車が立ち往生した場合の脱出訓練では、JR社員の指導のも
と参加者が実際に自動車で遮断機を押し上げての脱出を実践しました。

踏切事故ゼロをめざして
　　　　　　　非常事態にそなえ訓練

齊藤　美羽さん 佐藤　ゆう菜さん 加藤　海笑さん

草階　康太朗さん 吉田　茜さん
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選びます　秋田の未来　担う人
秋田県議会議員一般選挙
　投票日　４月12日（日）
　時　間　午前７時～午後７時

　秋田県議会議員一般選挙が４月３日告示、

４月12日投開票の日程で行われます。秋田県
が抱える課題の解決や住みよい未来のまちづ

くりを実現するために、あなたの大切な一票

を投票しましょう。

◆問い合わせ先　八郎潟町選挙管理委員会
（役場総務課内）　☎８７５－５８０１

●期日前投票

　投票日当日、仕事や旅行などで投票所に行くことができない人

は期日前投票ができます。

期間 ４月４日（土）～11日（土）
時間 午前８時30分～午後８時
場所 農村環境改善センター　視聴覚室

※入場券（ハガキ）をご持参ください。入場券の裏面には、期日

前投票の請求兼宣誓書が印刷されていますので、ご記入の上期日

前投票所へお持ちください。

●開票

日時 ４月12日（日）午後８時～
場所 農村環境改善センター　多目的ホール

転出・転入・転居
などの手続きはお済みですか？
　毎年３月・４月は、入学や就職、
転勤などによる住所の異動が多くなります。住所を変
更した方は、転出・転入・転居の届出をお忘れなく！

○転出届（八郎潟町から町外へ引っ越す方）　　　　　
　転出の予定が決まりましたら、おおむね２週間前か
ら転出の届出をすることができます。新住所地での転
入手続きで必要となる「転出証明書」を発行します。

○転入届（町外から八郎潟町に引っ越してきた方）　　
　引っ越してきた日から14日以内に、前住所地で発行
された「転出証明書」を持って、転入の届出をしてく

ださい。引っ越し前に手続きすることはできません。

○転居届（八郎潟町内で引っ越しをした方）　　　　　
　引っ越しをした日から14日以内に、届出をしてくだ
さい。
※届出の際は窓口に来られた方の本人確認書類（運転免許証な
ど）が必要となりますので、提示をお願いします。
※本人と同一世帯以外の方が届出を行う場合は、委任状が必要です。
※印鑑登録をする方は、新住所地で登録の手続きをしてください。
転居の場合、印鑑登録の住所は自動的に変更されます。

平成27年度に戸籍の届出をされる方へ
人口動態職業・産業調査にご協力ください

調査期間　　平成27年４月１日～平成28年３月31日
調査対象者　出生・死亡・死産・婚姻・離婚の届出を

される方
調査方法　　届出の際、届書に職業を記入していただ

きます。また、死亡届には、産業も併せ
て記入していただきます。

◆問い合わせ先　役場町民課　☎８７５ー５８０５

八郎潟町乗合タクシー運行について
★乗合タクシー乗降拠点の追加
　今年度より新たな乗降拠点として五城目バスターミナ

ルが追加されました。従来の乗降拠点については変更あ

りませんので、今までどおりご利用ください。ご不明な

点がございましたら役場総務課へお問い合わせください。

★ご利用方法
１．役場総務課で登録

　（すでに登録いただいている場合は不要です）

　・登録料　１人につき1,800円
　（1,800円分の乗車券を進呈します）
２．乗車したい便への予約

　・予約方法　湖東タクシーへ電話予約

　　　　　　（☎８５２－２１３０）

・予約受付時間　午前７時～午後６時（※乗車したい

便の１時間前までに予約してください。ただし、１

便（7:00及び7:20発）は前日に予約してください。）
　・利用料　１回につき300円
　障害者手帳・養育手帳・精神障害者保健福祉手帳を

お持ちの方は、登録料・利用料の減免措置があります。

登録の際に手帳をお持ちください。また、小学生につ

いても登録料・利用料の減免措置があります。

★運行表（平日に５便運行）
浦大町→五城目バスタ
ーミナル　出発時刻

五城目バスターミナル
→浦大町　出発時刻

１ 便 7：00　　　  7：20　　　
２ 便 9：00　　　  9：20　　　
３ 便 12：00　　　 12：20　　　
４ 便 14：00　　　 14：20　　　
５ 便 17：00　　　 17：20　　　
※予約のない便は運休となります。

◆問い合わせ先　役場総務課　☎８７５－５８０２
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住まいの便利屋さん
電気・水道・住まいの困りごと

「蛍光管・電球の取替・コンセント取付」
「蛇口パッキンの取替・トイレの水漏れ・排水詰り」
　その他お気軽にご相談ください

八郎潟町字一日市３４９－４　㈱佐藤電気商会☎０１８－８７５－３１３０　　　　　　　　　　  　

広告

　４月から第６期介護保険事業計画がスタートしました。

この計画は平成27年４月から平成30年３月までの３カ
年計画となっております。これに伴い、介護保険料も変

更となります。基準月額（下記段階別表の第５段階）は

850円増の5,800円、所得段階別は６段階から９段階と
なりました。

保険料増額の要因
①介護サービス給付費等の大幅な伸びによるもの
②介護認定者数の増加によるもの
③介護給付費に対する65歳以上の負担率の増

第６期
H27～H29

第５期
H24～H26

増額 伸び率

保険料基準額 ５，８００円 ４，９５０円 ８５０円 １７．２％

平成27年度からは、非課
税世帯のうち特に所得の

低い方を対象に、保険料

負担軽減を図るための公

費投入をします。

段階別
保険料基準額
に対する割合

変更後 公費負担割合

平成27年度～平成28年度 第１段階 0.5 0.45 0.05

平成29年度

第１段階 0.5 0.3 0.2
第２段階 0.75 0.5 0.25
第３段階 0.75 0.7 0.05

第６期計画保険料所得段階別表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…公費負担

所得段階 対　象　者　内　容

保　　険　　料
平成27年度～平成28年度

保険料Ｈ29年度

月額 率 年額 月額 率 年額

第１段階

世帯全員が
非課税

生活保護受給者
年金収入等80万円以下 2,610 0.45 31,320 1,740 0.3 20,880

第２段階
年金収入等80万円超
120万円以下 4,350 0.75 52,200 2,900 0.50 34,800

第３段階 年金収入等120万円超 4,350 0.75 52,200 4,060 0.70 48,720

第４段階
世帯課税
本人非課税

年金収入等80万円以下 5,220 0.9 62,640 5,220 0.9 62,640

第５段階 年金収入等80万円超 5,800 1.0 69,600 5,800 1.0 69,600

第６段階

本人課税

合計所得120万円未満 6,960 1.2 83,520 6,960 1.2 83,520

第７段階
合計所得120万円以上
190万円未満 7,540 1.3 90,480 7,540 1.3 90,480

第８段階
合計所得190万円以上
280万円未満 8,700 1.5 104,400 8,700 1.5 104,400

第９段階 合計所得280万円以上 9,860 1.7 118,320 9,860 1.7 118,320

◆問い合わせ先　役場福祉課　☎８７５－５８０８

広報八郎潟へ
広告を掲載しませんか？
１号広告（たて4.5cm×よこ18.5cm）……12,000円/月
２号広告（たて4.5cm×よこ9.0cm）   ……6,000円/月
締切　発行日（毎月１日）の属する月の前々月末日

◆申し込み・問い合わせ先　

　役場総務課　☎８７５－５８０１

 介護保険料が変わります！
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○　搬入できるもの
粗

大

ご

み

家 具 類 タンス、椅子、机、書棚、応接セットなど

家電製品類 ストーブ、電子レンジ、湯沸器、ガスコンロ、掃除機など

寝具・敷物類 布団、ベッド、マットレス（スプリングなし）、ジュータン、畳など

乗 物 類 自転車、三輪車、車椅子、ベビーカー、歩行器、手押し車など

×　搬入できないもの
家 電 製 品 類 テレビ、エアコン、冷蔵庫、冷凍庫、洗濯機、衣類乾燥機

パ ソ コ ン 類 デスクトップ、ノートパソコン、ディスプレイなど

適 正 処理困難物
ガスボンベ、消火器、廃油、タイヤ、バッテリー、耐震金

庫、ピアノ、農薬、塗料、スプリング入りマットレスなど

産 業 廃 棄 物
家屋廃材、農業廃材（ハウスパイプ、ビニール、肥料袋

等）、農機具など

そ の 他 町指定ごみ袋（収集ごみ）に入れて出せるごみ

◆問い合わせ先　役場町民課　☎８７５－５８０６

　町では、粗大ごみの直接搬入を春と

秋の年2回実施しております。春の搬
入日は次のとおりです。

日にち　４月20日（月）～４月26日（日）
時　間　午前９時～正午

場　所　八郎潟町クリーンセンター

料　金　粗大ごみ１品につき

　　　　大　１，０８０円（タンスなど）

　　　　小　５４０円（電子レンジなど）

※引っ越しや庭木の剪定などの一時多

量ごみは、八郎湖周辺クリーンセン

ター（男鹿市松木沢）への搬入が可

能ですので、事前に役場町民課へお

問い合わせください。

春の粗大ごみ搬入日 ４月20日（月）～26日（日）

平成27年度秋田県春の火災予防運動
「もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ」

実施期間

４月5日（日）
 ～4月11日（土）

住宅防火
いのちを守る７つのポイント
《３つの習慣》
●寝たばこは絶対やめる
●ストーブは、燃えやすいものから離

　れた位置で使用する
●ガスコンロなどのそばを離れるとき

　は必ず火を消す

《４つの対策》
●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災

　警報機を設置する
●寝具・衣類及びカーテンからの火災

　を防ぐために防炎品を使用する
●火災を小さいうちに消すために、住

　宅用消火器等を設置する
●お年寄りや体の不自由な人を守るた

　めに、隣近所の協力体制をつくる
◆問い合わせ先　役場町民課
　☎８７５－５８０６

消防積載車が町に無償で貸付されました

　３月25日、総務省消防庁から本町へ、救助資機材・小
型動力ポンプを搭載した消防積載車が無償で貸与されま
した。
　今後、この消防積載車は、八郎潟町消防団本部分団に
配備され、通常の消防団活動に活用するほか、大規模災
害等が発生した際には、装備された救助資機材を使用し、
救助活動に従事することとなります。

八郎潟消防団駆付訓練 

４月５日（日）午後２時～
八郎潟町夜叉袋字中羽立地内
※訓練のためのサイレンが鳴りますが、火災ではあ
りませんのでお間違えのないようお願いします。
（火災予防運動期間中は消防団が全町を警戒巡回します）

《 消防団員募集！》
わたしたちの町を守るために、

消防団に入団しませんか？

◆問い合わせ先　役場町民課　☎８７５－５８０６
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軽自動車税の税率と納期が変更になりました
　平成26年度税制改正により、車体課税の見直しがされ、軽自動車税の税率変更が行われました。
また、軽自動車税の納期は４月末日から５月末日に変更されました。平成26年度分の納税証明書の
有効期限は、平成27年４月29日までとなっております。５月に車検を予定している方は役場税務
課までお問い合せください。

①原動機付自動車および二輪車等

②三輪および四輪の軽自動車（総排気量６６０cc以下）
　三輪および四輪の軽自動車税については、平成27年４月１日以降に新規取得（新規検査（新車））さ
れる軽四輪車等の税率の引き上げと、グリーン化を進める観点から、新規検査（新車）から13年を経過
した軽四輪車等について、平成28年度課税分から経年車重課（税率の引き上げ）を実施します。

（１）平成27年３月31日までに新規検査（新車）を受けている軽四輪車等は、
　　　上記表の「（ア）現行税率」になります。

（２）平成27年４月１日以降に初めて車両番号の指定を受けた軽四輪車を取得された場合は、
　　　上記表の「（イ）新税率」となります。

（３）平成28年度課税分から、初めて車両番号の指定を受けた月から起算して13年を経過した
　　　軽四輪車等を所有している場合は、翌年度から上記表の「（ウ）13年経過」の税率となります。

車種区分
税率（年税額）

平成26年度まで 平成27年度から

原動機付自転車

50㏄以下 １，０００円 ２，０００円

50cc超～90cc １，２００円 ２，０００円

90cc超～125cc以下 １，６００円 ２，４００円

ミニカー ２，５００円 ３，７００円

軽自動車
軽二輪　
125cc超～250cc以下

２，４００円 ３，６００円

小型特殊自動車
農耕作業用のもの
その他

１，６００円 ２，４００円

４，０００円 ５，９００円

二輪の小型自動車 250cc超 ４，０００円 ６，０００円

車種区分

税率

平成27年３月31日まで
に最初の新規検査をし

た車輌（ア）

平成27年４月１日以降
に最初の新規検査をし

た車輌（イ）

最初の新規検査から

13年を経過した車輌
（ウ）

軽

自

動

車

三輪 3,100円 3,900円 4,600円

四輪

以上

乗用
営業用 5,500円 6,900円 8,200円

自家用 7,200円 10,800円 12,900円

貨物用
営業用 3,000円 3,800円 4,500円

自家用 4,000円 5,000円 6,000円

「平成27年度税制改正の大綱」により、１年延期され平成28年度から変更することが予定されています。

◆問い合わせ先　役場税務課　☎８７５－５８０７

最初の新規検査年月 重課開始年

～平成14年12月 平成28年度

平成15年４月～平成16年３月 平成29年度

平成16年４月～平成17年３月 平成30年度

平成17年４月～平成18年３月 平成31年度

平
成
27
年
度
納
税
通
知
分
よ
り

町
税
の
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

（例）
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チャレンジデー2015開催！

◆問い合わせ先　
　チャレンジデー実行委員会
　事務局（八郎潟町教育委員会内）
　☎８７５－５８１２

　
健
康
診
断
は
、
生
活
習
慣
病
な
ど

の
早
期
発
見
と
あ
な
た
の
生
活
習
慣

の
改
善
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
少
な
く

と
も
年
に
1
回
は
受
け
た
い
も
の
で

す
。
そ
こ
で
、
国
民
健
康
保
険
・
後

期
高
齢
者
医
療
で
は
、
毎
年
人
間
ド

ッ
ク
を
受
け
る
方
に
受
診
費
用
の
助

成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
！

対
象
者

▼
国
民
健
康
保
険
‥
満
30
歳
以
上

の
、
国
保
加
入
後
1
年
を
経
過
し

て
い
る
方
で
、
納
期
限
ま
で
に
国

保
税
を
完
納
さ
れ
て
い
る
方
。

▼
後
期
高
齢
者
医
療
‥
後
期
高
齢
者

医
療
の
加
入
者
で
、
納
期
限
ま
で
に

保
険
料
を
完
納
さ
れ
て
い
る
方
。

助
成
金

▼
国
民
健
康
保
険
‥
３
０
，
０
０
０

円
（
※
受
診
費
用
が
３
０
，
０
０
０

円
に
満
た
な
い
場
合
は
、
そ
の
金

額
を
助
成
し
ま
す
。
）

▼
後
期
高
齢
者
医
療
：
費
用
の
90

％
（
１
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
。

た
だ
し
３
０
，
０
０
０
円
を
上
限
と

し
ま
す
。
）

手
続
き
に
つ
い
て

ド
ッ
ク
受
診
予
定
の
あ
る
方
は
、

保
険
証
を
持
参
の
う
え
受
診
前
に

必
ず
役
場
保
健
課
で
受
診
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
を
し
な
い

で
受
診
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
助

国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
の

は
・
・
・

○
ほ
か
の
市
町
村
へ
転
出
す
る
と
き

○
勤
務
先
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
と
き

○
死
亡
し
た
と
き

○
生
活
保
護
を
受
け
始
め
た
と
き

○
後
期
高
齢
者
医
療
の
対
象
と
な

っ
た
と
き

※
脱
退
の
届
出
が
遅
れ
る
と
・
・
・

加
入
資
格
を
有
し
な
い
国
保
の
被

保
険
者
証
を
使
っ
て
医
療
を
受
け

る
と
、
国
保
で
負
担
し
た
医
療
費

を
返
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
他
の
健
康
保
険
に
加

入
し
た
場
合
に
国
保
の
脱
退
手
続

き
を
行
っ
て
い
な
い
と
、
保
険
料

を
二
重
に
納
め
て
し
ま
う
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
保
健
課

　
☎
８
７
５
│

５
８
１
３

異
動
が
あ
る
と
き
は
14
日
以
内
に

届
出
を

　
国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
す
る

と
き
や
脱
退
す
る
と
き
、
ま
た
世

帯
構
成
に
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、

加
入
者
自
ら
が
届
出
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
の

は
・
・
・

○
ほ
か
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て

き
た
と
き
（
勤
務
先
の
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
な
い
場
合
）

○
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
や
め

た
と
き

○
職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者

か
ら
は
ず
れ
た
と
き

○
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き

○
生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た

と
き

※
加
入
の
届
出
が
遅
れ
る
と
・
・
・

保
険
証
が
な
い
た
め
そ
の
期
間
の
医

療
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

成
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◆
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
　

　
役
場
保
健
課

　
☎
８
７
５
│

５
８
１
３

　
平
成
27
年
4
月
よ
り
、
福
祉
バ
ス

（
う
た
せ
号
）
の
運
行
要
綱
が
改
正

さ
れ
、
従
来
の
使
用
範
囲
に
加
え
、

次
の
使
用
に
つ
い
て
も
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
詳
し
く
は
役
場
保
健
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

27
年
4
月
1
日
よ
り
使
用
可
能
と

な
っ
た
も
の

自
治
組
織

①
町
内
会
（
研
修
事
業
で
年
1
回

に
限
る
）

②
子
ど
も
会
（
春
・
冬
・
春
休
み

期
間
で
年
1
回
に
限
る
）

※
単
な
る
慰
安
旅
行
等
は
使
用
で

き
ま
せ
ん
。

教
育
団
体

①
保
育
園
・
幼
稚
園

②
小
学
校
（
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
除

く
）
・
中
学
校
（
部
活
動
を
除
く
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
　

　
役
場
保
健
課

　
☎
８
７
５
│

５
８
１
３

　チャレンジデーとは、毎年５月の最終水曜日に世界中で実施されている、住民
参加型のスポーツイベントです。
　人口規模がほぼ同じ自治体同士が、午前０時から午後９時までの間に、15分間
以上継続して何らかの運動やスポーツをした住民の参加率（％）を競い合います。
対戦相手に敗れた場合は、相手自治体の旗を庁舎のメインポールに１週間掲揚し
相手の健闘を称えるというユニークなルールが特徴です。
　八郎潟町は２回目の参加！今年の対戦相手は鹿児島県和

わどまりちょう

泊町です。くわしい参
加方法は5月号でお知らせします。めざせ参加率40％！

　

国
民
健
康
保
険

国
保
へ
の
加
入
や
脱
退
の

届
出
は
忘
れ
ず
に
！

　

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
加
入
の
み
な
さ
ま
へ

人
間
ド
ッ
ク
の
助
成

を
行
い
ま
す

　

福
祉
バ
ス
（
う
た
せ

号
）
の
使
用
範
囲
が

拡
大
さ
れ
ま
す
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平
成
27
年
度
固
定
資
産
税
の
基

礎
と
な
る
固
定
資
産
評
価
額
の
帳

簿
を
縦
覧
に
供
し
ま
す
。
自
己
所

有
の
土
地
や
家
屋
の
固
定
資
産
の

価
格
な
ど
を
次
の
期
間
内
に
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

日
に
ち
　
４
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　
　
〜
６
月
１
日
（
月
）

　時
間
　
　
午
前
８
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
〜
午
後
５
時

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

場
所
　
　
役
場
税
務
課

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課

　
☎
８
７
５
│

５
８
０
７

第
１
回
目
は
５
月
26
日（
火
）開
講
式

●
活
動
内
容

輪
投
げ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
健
康
相

談
、
講
演
会
、
日
帰
り
施
設
見
学
、

宿
泊
研
修
会
（
1
泊
2
日
）
な
ど

●
入
会
資
格
　
八
郎
潟
町
在
住
の

65
歳
以
上
の
方

●
年
会
費
　
３
，
５
０
０
円
（
１
回

５
０
０
円
。
お
弁
当
代
で
す
。
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
八
郎
潟
町
教
育
委
員
会

　
☎
８
７
５
│

５
８
１
２

　
平
成
27
年
度
経
営
所
得
安
定
対
策

等
で
は
、
「
畑
作
物
の
直
接
支
払
交

付
金
（
ゲ
タ
対
策
）
」及
び
「
米
・
畑

作
物
の
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策

（
ナ
ラ
シ
対
策
）
」
の
交
付
対
象
者

が
、
認
定
農
業
者
、
集
落
営
農
、
認

定
新
規
就
農
者
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

ゲ
タ
・
ナ
ラ
シ
対
策
の
支
援
を
希

望
す
る
認
定
農
業
者
等
に
な
っ
て

い
な
い
方
は
、
27
年
度
の
加
入
申

請
期
限
（
27
年
6
月
末
）
ま
で
に

左
記
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
産
業
課

　
☎
８
７
５
│

５
８
０
３

　
東
北
農
政
局
秋
田
地
域
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
６
２
│

５
６
１
１

　
町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
ご
多
忙

の
時
期
と
存
じ
ま
す
が
、
環
境
美

化
活
動
へ
の
ご
理
解
と
参
加
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
に
ち
　
４
月
19
日(

日)

清
掃
時
間
及
び
場
所

●
八
郎
潟
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

　
午
前
５
時
〜
５
時
45
分

八
郎
湖
堤
防
、
馬
場
目
川
堤
防
、

夜
叉
袋
川
堤
防
の
清
掃

●
全
町
清
掃
デ
ー

　
午
前
６
時
〜
終
了
時
間
は
各
町

内
会
で
設
定

側
溝
の
泥
上
げ
、
公
共
施
設
等
の

清
掃

※
清
掃
区
域
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、

各
町
内
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
課

　
☎
８
７
５
│

５
８
０
６

　
社
会
学
習
で
仲
間
づ
く
り
と
心
の

豊
か
さ
、
健
康
維
持
を
支
援
し
ま
す
。

●
活
動
日
時

毎
月
第
４
火
曜
日
　
午
前
９
時
〜

５
月
〜
翌
年
２
月
ま
で
年
間
10
回

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、
平
成
27
年
か
ら
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
お
礼
と
し
て
マ
ガ

モ
肉
セ
ッ
ト
を
お
送
り
し
ま
す
。

平
成
27
年
1
月
以
降
に
寄
附
い
た

だ
い
た
方
が
対
象
で
、
寄
附
い
た

だ
い
た
年
の
翌
年
１
月
に
お
送
り

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
５
千

円
以
上
の
寄
附
で
２
千
円
相
当
、

１
万
円
以
上
の
寄
附
で
５
千
円
相

当
の
マ
ガ
モ
肉
セ
ッ
ト
を
お
送
り

し
ま
す
。
（
複
数
回
寄
附
い
た
だ

い
て
も
、
進
呈
は
合
計
金
額
に
応

じ
て
年
１
回
と
し
ま
す
。
）

　
ま
た
、
平
成
27
年
６
月
頃
か
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
で
ふ
る
さ
と
納

税
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
務
課

　
☎
８
７
５
│

５
８
０
１

春眠暁を覚えず

　
町
で
は
有
用
な
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
無
利
息
で
奨

学
金
を
貸
与
す
る
八
郎
潟
町
奨

学
基
金
貸
与
制
度
が
あ
り
ま
す
。

（
初
年
度
は
６
月
か
ら
の
貸
与
と

な
り
ま
す
）

応
募
資
格

　
町
内
在
住
者
の
子
弟
で
、
平
成
27

年
４
月
１
日
に
高
等
学
校
、
国
公
・

私
立
大
学
、
短
期
大
学
、
専
門
学
校

に
入
学
す
る
方
又
は
在
学
の
方
。

貸
与
月
額

●
高
等
学
校
…
月
額
１
６
，０
０
０
円

●
短
大
・
高
等
専
門
学
校
・
専
門

　
学
校

…
月
額
３
０
，０
０
０
円

●
大
学
・
大
学
院

…
月
額
３
０
，０
０
０
円

申
込
方
法

　
教
育
委
員
会
で
配
付
の
申
込
書
に

よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

　
４
月
10
日
（
金
）

返
還
方
法

　
奨
学
金
の
返
還
は
、
卒
業
後
か
ら

貸
与
月
額
の
半
額
ず
つ
を
貸
与
期
間

の
倍
の
期
間
で
の
返
還
と
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
八
郎
潟
町
教
育
委
員
会

　
☎
８
７
５
│

５
８
１
２

　

や
す
ら
ぎ
交
流
会

　

会
員
募
集

　

八
郎
湖
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
作
戦
・
全
町
清

掃
デ
ー

　

農
家
の
み
な
さ
ま
へ

東
北
農
政
局
か
ら
重
要
な

お
知
ら
せ

　

平
成
27
年
度
八
郎
潟
町

　
　
　奨
学
生
募
集

　

ふ
る
さ
と
納
税
の

お
礼
に
マ
ガ
モ
肉
を

お
送
り
し
ま
す

　

固
定
資
産
税

　

土
地
・
家
屋
価
格
等
帳

簿
が
縦
覧
で
き
ま
す
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５
月
５
日
は

願
人
踊
、秋
田
音
頭
！

　
５
月
５
日
こ
ど
も
の
日
は
、
恒
例
の
一
日
市
神
社
祭
典
が
行
わ
れ
ま
す
。

秋
田
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
・
願
人
踊
が
練
り
歩
き
、
秋
田
音
頭
の
引

き
山
車
が
町
内
を
回
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

　
ま
た
、
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
後
７
時
〜
８
時
に
、
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
練
習
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

観光ボランティア募集！
　観光客のみなさんに願人踊を存分に楽しんでいただくために観光ボラン
ティアを募集します。奮ってご応募ください。

　　＊内容　混雑時の場内整理、駐車場への案内等
　　＊日時　５月５日（火）午前８時～正午（予定）
　　＊募集期間　４月１日（水）～４月24日（金）
◆問い合わせ先　八郎潟町観光協会（役場産業課内）☎８７５－５８０３

（11：25頃）

（10：10頃）

（17：00頃）（14：00頃）（10：25頃）

スポーツ店旅館

願
人
踊
・
秋
田
音
頭
町
内
巡
演
御
案
内

※あくまで目安ですので、コース及び巡演時間は一部変更となる場合がございます。よろしくご理解ください。

　　秋季
作業名 区分 単位 標準額（円）

稲刈り、その他作業 男女共 1日 6,000

10a刈り バインダー 10a 7,600
コ

ン

バ

イ

ン

10a全刈り
30a区画以上

10a
12,400

30a区画未満 14,200

全刈り・運搬・乾

燥・籾摺り

30a区画以上
10a

25,900

30a区画未満 27,700

籾乾燥
全乾燥 10a 7,500
補助乾燥 10a 5,000

生籾運搬 10a 1,600
脱穀 10a 7,000

売り渡し米運搬 30kg 90
籾摺り 60kg 550
色彩選別機 60kg 600
精米 60kg 600

大豆刈り取り料 コンバイン以外 10a 5,000

大豆脱粒機
運転手付き 10a 7,000
貸出料 10a 1,500

平成27年　農作業賃金等協定表

●この金額は基準を示したものです。作業が特別な状況下で行わ

れる場合や、肥料等の資材を含む場合、稲が倒伏等の状態にあ

る場合は、双方で協議して料金を決めてください。

●この金額は一日８時間労働を基準として、賄いその他一切の

現物支給は含まないものとします。使用農機具には運転手↗

付きとします。また、春季農作業の耕起の深さは

15cmを基準とします。
●農作業の際は、機械の点検整備を怠らず、事故の

ないようご注意ください。

　　春季
作業名 区分 単位 標準額（円） 備考

耕起

30a区画以上 10a 4,200 増反地含む

30a区画未満 4,500
湿田 7,000 代掻き共

代掻き

30a区画以上 10a 4,500 増反地含む

30a区画未満 4,800
転作跡地 5,400 区画を問わず

育苗 1箱 600

田

植

機

田植え（苗もち）
30a区画以上 3 0箱／

10a
21,300

30a区画未満 22,300

植え付けのみ
30a区画以上 10a 4,500
30a区画未満 5,000

一般作業 男女共 1日 6,000
畦塗り 1m 30
溝切り 縦4本、横2本 10a 2,000
種籾催芽 1kg 130

転

作

関

係

・

大

豆

耕起（ロータリー） 2回 10a 7,000
1回の場合は
上段の耕起額

耕起（アッパーロー

タリー）
1回 10a 4,000

大豆 播種 10a 2,000
播種管理機 機械賃貸 10a 500

中耕・培土
乗用 10a 2,000
歩行 10a 4,000

◆問い合わせ先　
　八郎潟町農業委員会　☎８７５－５８０３
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保健センターだより

　町では今年度、次の対象の方に接種費用の助成
を実施します。このワクチンは肺炎球菌による肺
炎等の発症や重症化を予防します。接種をご希望
の方は協力医療機関に申し込みの上、接種してく
ださい。協力医療機関は保健センターまでお問い
合わせください。
　
　接種回数　１回
　助 成 額　３，０００円
　　　　　　（自己負担５，０００円程度）
　　　　　　※右記対象者で生活保護世帯の
　　　　　　方は接種料金全額補助となります。
　助成期間　４月１日（水）
　　　　　　～平成28年３月31日（木）

　八郎潟町では、町民一人ひとりの取り組みによっ
て、健康で元気な八郎潟が実現できるよう、健康づ
くりの指針として『健康はちろうがた21計画』を策定
しました。また、健康づくりには「食」が重要な要素
の一つであることから、食の大切さを見直し、食を
通じて健康で活力あるまちづくりを目指すために『八
郎潟町食育推進計画』もあわせて策定しました。
　これらの健康づくりの指針をもとに、町民の皆さ
んがいつまでも健康でいきいきと暮らせるまちづく
りを目指し、事業に取り組んでまいります。
　この計画が皆さんの健康増進のお役に立ち、家族
や地域ぐるみでの健康づくりを実践していただける
よう、今後、広報はちろうがたにて健康コラムを掲
載していきますので、是非ご覧ください。計画書の
概要版は町ホームページに掲載しております。詳細
は保健課（保健センター）までお気軽にお問い合わ
せください。

【平成27年度八郎潟町の助成対象者】
・65歳となる方（昭和25年4月2日～昭和26年4月1日生まれ）
・70歳となる方（昭和20年4月2日～昭和21年4月1日生まれ）
・75歳となる方（昭和15年4月2日～昭和16年4月1日生まれ）
・80歳となる方（昭和10年4月2日～昭和11年4月1日生まれ）
・85歳となる方（昭和５年4月2日～昭和６年4月1日生まれ）
・90歳となる方（大正14年4月2日～大正15年4月1日生まれ）
・95歳となる方（大正９年4月2日～大正10年4月1日生まれ）
・100歳となる方（大正４年4月2日～大正５年4月1日生まれ）
・満60歳～64歳の方で心臓・肺・腎臓・免疫などの機能不全
の病気により身体手帳１級程度の方

　※既に肺炎球菌ワクチンの接種を受けたことのある方は対

　象外です。

　　月の保健衛生・

介護予防カレンダー
４事業名 対象者場　所時　間日にち

●保健衛生事業

午前８時40分～
　11時30分受付

午後１時～

　１時20分受付

午後１時～

　１時20分受付
保健センター

妊 婦 相 談
母子手帳発行

母子手帳の必

要な妊婦

平成26年５・
８・12月生
平成23年10・
11・12月生

9日（木）

16日（木）

23日（木）３ 歳 児 健 診

乳 児 健 診

事業名 対象者場　所時　間日にち

午前９時40分～
　　　11時30分

午後１時～３時

午後１時～３時

川 崎 お た っ
し ゃ く ら ぶ

おおむね65歳
以上の方

川崎多目的

セ ン タ ー

寿 山 荘

高岡コミュニ

ティセンター

16日（木）

17日（金）

22日（水）

寿山荘おたっ
し ゃ く ら ぶ

高 岡 お た っ
し ゃ く ら ぶ

事業名 対象者場　所時　間日にち

午後１時～３時

午後１時～
　　２時３0分

午前１０時
　　　～１１時

筋筋くらぶ

ストレッチ教室

いきいきシニア

健康エクササイ

ズ

おおむね65歳
以上の方

申込をされた

方

保健センター

16日（木）

24日（金）

17日（金）

●介護予防教室

※申し込みは包括支援センターへ。

●介護予防教室

申込書に必要事項を記入の上、お申し込みください。町

の集団健診を受けない方も、記入し提出してください。

※【健診日程】【対象年齢と料金】については広報５月

号に掲載いたします。

　楽しく食生活についての学習をしてみませんか？

★キャロットの会は意欲的に活動しています！

＊健康的な食生活を進めるための学習

＊地域への学習内容の伝達

＊町の食生活事業への協力

　年齢や性別は問いません。食生活に関心のある方

ならどなたでも加入できます。現在43名の会員で活
動しています。（年会費1,000円）キャロットの会へ
の加入を希望される方は、お知り合いの会員、また

は事務局（保健センター内）までお気軽にお問い合

わせください。

今年の早朝集団健診は
６月22日（月）から！（７日間）
健診申込書の配布は４月下旬に行います！ 　昨年度「特定健診」と「胃がん検診」の未受診者で

40歳から65歳までの方に、４月下旬から５月上旬の
間、“特定健診・胃がん検診受診のお勧め”の電話を
おかけします。電話は「秋田県総合保健事業団　がん
検診コールリコールセンター」（☎018-884-5531）
の検診受診勧奨員がおかけします。

コール（受診勧奨電話）事業のお知らせ

八郎潟町食生活研究会

（通称：キャロットの会）からのお知らせ

健康はちろうがた21計画（健康増進計画）・
食育推進計画を策定しました！

平成27年度子育てサポート事業のおしらせ

平成27年度八郎潟町
乳幼児健診日程表（４月～９月）

　授乳による悩みや不安を抱えた産婦さんのため

に、産後ケアの一環として母乳外来の受診費用の助

成を行います。産後６ヶ月までの間に３回分の助成

をいたします。今後は妊婦健診の受

診券と同時に配布いたしますが、現

在既に生後６ヶ月までのお子さんを

おもちの方で利用を希望する方は、

お気軽に保健センターまでお問い合

わせください。

平成27年度より母乳育児相談の補助が
スタートします！

▲JA婦人部の皆さんをお呼
びした郷土食の勉強会。「お

やきとむぎまきづくり」体

験の様子

▲食育教室での一コマ♪子

どもたちと一緒にクッキン

グ

保健センター　
　　　　☎875－2800
地域包括支援センター　
　　　　☎875－2835

平成27年度　平成27年度　平成27年度　平成27年度　平成27年度　平成27年度　平成27年度　成人用 肺炎球菌ワクチン 定期予防接種のお知らせ！成人用 肺炎球菌ワクチン 定期予防接種のお知らせ！成人用 肺炎球菌ワクチン 定期予防接種のお知らせ！成人用 肺炎球菌ワクチン 定期予防接種のお知らせ！成人用 肺炎球菌ワクチン 定期予防接種のお知らせ！成人用 肺炎球菌ワクチン 定期予防接種のお知らせ！成人用 肺炎球菌ワクチン 定期予防接種のお知らせ！成人用 肺炎球菌ワクチン 定期予防接種のお知らせ！成人用 肺炎球菌ワクチン 定期予防接種のお知らせ！成人用 肺炎球菌ワクチン 定期予防接種のお知らせ！成人用 肺炎球菌ワクチン 定期予防接種のお知らせ！成人用 肺炎球菌ワクチン 定期予防接種のお知らせ！成人用 肺炎球菌ワクチン 定期予防接種のお知らせ！成人用 肺炎球菌ワクチン 定期予防接種のお知らせ！成人用 肺炎球菌ワクチン 定期予防接種のお知らせ！成人用 肺炎球菌ワクチン 定期予防接種のお知らせ！成人用 肺炎球菌ワクチン 定期予防接種のお知らせ！成人用 肺炎球菌ワクチン 定期予防接種のお知らせ！成人用 肺炎球菌ワクチン 定期予防接種のお知らせ！成人用 肺炎球菌ワクチン 定期予防接種のお知らせ！成人用 肺炎球菌ワクチン 定期予防接種のお知らせ！成人用 肺炎球菌ワクチン 定期予防接種のお知らせ！成人用 肺炎球菌ワクチン 定期予防接種のお知らせ！成人用 肺炎球菌ワクチン 定期予防接種のお知らせ！成人用 肺炎球菌ワクチン 定期予防接種のお知らせ！平成27年度　成人用 肺炎球菌ワクチン 定期予防接種のお知らせ！

ぴよぴよ教室
　赤ちゃんや小さいお子さんをもつ保護者の方や妊
婦さんを対象とした月に１回の子育て教室です。は
じめての離乳食づくりや、幼児食とママのための食
事のポイント、子育てや健康についてみなさんで学
習します。育児室がありますので、お子さん連れで
お越しください。

ぱくぱくキッズ
　３歳から就学前のお子さんと保護者を対象とした
年に３回の食育教室です。親子クッキングで、はじ
めての料理でも、楽しく・おいしく“食”が大好き
になるきっかけをつくりたいと思います！また、カ
ラダを動かすレクリエーションで親子のふれあう時
間をつくりましょう♪

ブックスタート事業   ※H27新規事業
　ブックスタート事業は、絵本を介して赤ちゃんと
保護者がゆっくりと心ふれあう時間をもてるような
きっかけをつくるための事業です。乳児健診時に生
後７ヶ月のお子さんと保護者を対象に、ボランティ
アによる読み聞かせ体験とブックスタートのための
絵本をお渡しします。語りかける『愛情』で赤ちゃ
んの健やかな成長を応援いたします。

フッ素塗布助成事業   ※H27新規事業
　幼児の虫歯を予防するため、医療機関でのフッ化
物塗布の助成を行います。対象者には幼児健診時に
助成券をお渡ししますので、この機会に歯科医によ
る歯の定期チェックを受け、子どものころから歯や
お口の健康づくりをしましょう。
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保健センターだより

　町では今年度、次の対象の方に接種費用の助成
を実施します。このワクチンは肺炎球菌による肺
炎等の発症や重症化を予防します。接種をご希望
の方は協力医療機関に申し込みの上、接種してく
ださい。協力医療機関は保健センターまでお問い
合わせください。
　
　接種回数　１回
　助 成 額　３，０００円
　　　　　　（自己負担５，０００円程度）
　　　　　　※右記対象者で生活保護世帯の
　　　　　　方は接種料金全額補助となります。
　助成期間　４月１日（水）
　　　　　　～平成28年３月31日（木）

　八郎潟町では、町民一人ひとりの取り組みによっ
て、健康で元気な八郎潟が実現できるよう、健康づ
くりの指針として『健康はちろうがた21計画』を策定
しました。また、健康づくりには「食」が重要な要素
の一つであることから、食の大切さを見直し、食を
通じて健康で活力あるまちづくりを目指すために『八
郎潟町食育推進計画』もあわせて策定しました。
　これらの健康づくりの指針をもとに、町民の皆さ
んがいつまでも健康でいきいきと暮らせるまちづく
りを目指し、事業に取り組んでまいります。
　この計画が皆さんの健康増進のお役に立ち、家族
や地域ぐるみでの健康づくりを実践していただける
よう、今後、広報はちろうがたにて健康コラムを掲
載していきますので、是非ご覧ください。計画書の
概要版は町ホームページに掲載しております。詳細
は保健課（保健センター）までお気軽にお問い合わ
せください。

【平成27年度八郎潟町の助成対象者】
・65歳となる方（昭和25年4月2日～昭和26年4月1日生まれ）
・70歳となる方（昭和20年4月2日～昭和21年4月1日生まれ）
・75歳となる方（昭和15年4月2日～昭和16年4月1日生まれ）
・80歳となる方（昭和10年4月2日～昭和11年4月1日生まれ）
・85歳となる方（昭和５年4月2日～昭和６年4月1日生まれ）
・90歳となる方（大正14年4月2日～大正15年4月1日生まれ）
・95歳となる方（大正９年4月2日～大正10年4月1日生まれ）
・100歳となる方（大正４年4月2日～大正５年4月1日生まれ）
・満60歳～64歳の方で心臓・肺・腎臓・免疫などの機能不全
の病気により身体手帳１級程度の方

　※既に肺炎球菌ワクチンの接種を受けたことのある方は対

　象外です。

　　月の保健衛生・

介護予防カレンダー
４事業名 対象者場　所時　間日にち

●保健衛生事業

午前８時40分～
　11時30分受付

午後１時～

　１時20分受付

午後１時～

　１時20分受付
保健センター

妊 婦 相 談
母子手帳発行

母子手帳の必

要な妊婦

平成26年５・
８・12月生
平成23年10・
11・12月生

9日（木）

16日（木）

23日（木）３ 歳 児 健 診

乳 児 健 診

事業名 対象者場　所時　間日にち

午前９時40分～
　　　11時30分

午後１時～３時

午後１時～３時

川 崎 お た っ
し ゃ く ら ぶ

おおむね65歳
以上の方

川崎多目的

セ ン タ ー

寿 山 荘

高岡コミュニ

ティセンター

16日（木）

17日（金）

22日（水）

寿山荘おたっ
し ゃ く ら ぶ

高 岡 お た っ
し ゃ く ら ぶ

事業名 対象者場　所時　間日にち

午後１時～３時

午後１時～
　　２時３0分

午前１０時
　　　～１１時

筋筋くらぶ

ストレッチ教室

いきいきシニア

健康エクササイ

ズ

おおむね65歳
以上の方

申込をされた

方

保健センター

16日（木）

24日（金）

17日（金）

●介護予防教室

※申し込みは包括支援センターへ。

●介護予防教室

申込書に必要事項を記入の上、お申し込みください。町

の集団健診を受けない方も、記入し提出してください。

※【健診日程】【対象年齢と料金】については広報５月

号に掲載いたします。

　楽しく食生活についての学習をしてみませんか？

★キャロットの会は意欲的に活動しています！

＊健康的な食生活を進めるための学習

＊地域への学習内容の伝達

＊町の食生活事業への協力

　年齢や性別は問いません。食生活に関心のある方

ならどなたでも加入できます。現在43名の会員で活
動しています。（年会費1,000円）キャロットの会へ
の加入を希望される方は、お知り合いの会員、また

は事務局（保健センター内）までお気軽にお問い合

わせください。

今年の早朝集団健診は
６月22日（月）から！（７日間）
健診申込書の配布は４月下旬に行います！ 　昨年度「特定健診」と「胃がん検診」の未受診者で

40歳から65歳までの方に、４月下旬から５月上旬の
間、“特定健診・胃がん検診受診のお勧め”の電話を
おかけします。電話は「秋田県総合保健事業団　がん
検診コールリコールセンター」（☎018-884-5531）
の検診受診勧奨員がおかけします。

コール（受診勧奨電話）事業のお知らせ

八八八郎郎潟潟潟町町食食食食生生生生活活活研研究究究会会会

（（（通通通称：：キキキャャロロッットトトののの会会会）））かかかららのののおおおお知らららせせ

八郎潟町食生活研究会

（通称：キャロットの会）からのお知らせ

健康はちろうがた21計画（健康増進計画）・
食育推進計画を策定しました！

平成27年度子育てサポート事業のおしらせ

平成27年度八郎潟町
乳幼児健診日程表（４月～９月）

　授乳による悩みや不安を抱えた産婦さんのため

に、産後ケアの一環として母乳外来の受診費用の助

成を行います。産後６ヶ月までの間に３回分の助成

をいたします。今後は妊婦健診の受

診券と同時に配布いたしますが、現

在既に生後６ヶ月までのお子さんを

おもちの方で利用を希望する方は、

お気軽に保健センターまでお問い合

わせください。

平成27年度より母乳育児相談の補助が
スタートします！

▲JA婦人部の皆さんをお呼
びした郷土食の勉強会。「お

やきとむぎまきづくり」体

験の様子

▲食育教室での一コマ♪子

どもたちと一緒にクッキン

グ

保健センター　
　　　　☎875－2800
地域包括支援センター　
　　　　☎875－2835

平成27年度　成人用 肺炎球菌ワクチン 定期予防接種のお知らせ！

 乳児健診
実施月日 乳児健診対象児

4月16日（木） 平成26年5月・8月・12月生まれ
5月21日（木） 平成26年6月・9月、平成27年1月生まれ
6月18日（木） 平成26年7月・10月・平成27年2月生まれ
7月16日（木） 平成26年8月・11月・平成27年3月生まれ
8月24日（月） 平成26年9月・12月・平成27年4月生まれ
9月17日（木） 平成26年10月・平成27年1月・5月生まれ

 1歳6カ月健診
実施月日 対象児

5月14日（木） 平成25年7月・8月・9月生まれ
7月 9日（木） 平成25年10月・11月・12月生まれ

 2歳児歯科健診
実施月日 対象児

6月 5日（金） 平成24年7月～平成24年12月生まれ

 3歳児健診
実施月日 対象児

4月23日（木） 平成23年10月・11月・12月生まれ
7月 9日（木） 平成24年1月・2月・3月生まれ
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■八郎潟町国民健康保険者医療費状況 （単位：円）

区　分 一般分 退職分 合　計

12月分医療費 55,274,432 4,567,196 59,841,628

１月分医療費 39,734,820 7,995,548 47,730,368

比較増減 △ 15,539,612 3,428,352 △ 12,111,260

●一人当たりの医療費（平成27年１月分） （単位：円）

区　分 一般分 退職分 全体（平均）

八郎潟町 28,161 50,927 30,440

医療圏内
秋田・男鹿・潟上・南

秋

33,017 36,427 33,169

秋田県 30,500 31,674 30,578

※ジェネリック医薬品の利用促進にご協力をお願いします。
　同じ成分・同じ効き目で安く、医療費にも家計にもやさ
しいお薬です。もちろん、安全性は保障されています。

■町長交際費の支出状況（２月）

分　類 件 数 金額（円) 内　　訳

会　費 １ 5,000 あきしん会

その他 ２ 13,936 スポーツ賞授与式　ほか

計 ３ 18,936

■水質検査結果（浄水）
平成27年２月16日採取分

浄水採取場所：八郎潟町浄水場の蛇口

検 査 項 目 検 査 結 果 基  準  値

一般細菌 ０CFU/ml 集落数が１００CFU/mℓ以下

大腸菌 陰性 検出されないこと

塩化物イオン 30.1㎎/ｌ ２００㎎/ｌ以下

有機物
（全有機炭素（TOC）の量) ０.４㎎/ｌ ３㎎/ｌ以下

pH値 7.1  ５.８以上８.６以下

味 異常なし 異常でないこと

臭気 異常なし 異常でないこと

色度 ０.５度未満 ５度以下

濁度 ０.１度未満 ２度以下

残留塩素 ０.２０㎎/ｌ

八郎潟町
教育委員会
☎875－5812

４月の教育委員会
☆日　時　平成27年4月27日（月）午後1時30分
☆場　所　役場３階　会議室

☆主な案件

　①教育委員学校訪問等について

　②学校評価システムの実践結果と第三者評価について

　③平成27年度教育委員会事務分掌について

　④総合教育会議等について

※日時・場所及び議案等は変更になる場合があります。

　直前にお問い合わせくだされば、お知らせします。

～傍聴を希望する方へ～

・受付場所　教育委員会事務室（役場３階）

・受付時間　会議開始の10分前から受付
・傍聴手続　所定の用紙に住所･氏名･職業等を

　　　　　　記入し、会議開始まで会議室前で

　　　　　　お待ちください。

※会議は原則として公開して

いますが、案件によっては

非公開となる場合があります。

３月の
教育委員のうごき

７日 中学校卒業証書授与式
13日 幼稚園卒園式
17日 小学校卒業証書授与式
18日 第３回定例会
27日 転出職員挨拶まわり

教育委員会からのお知らせ

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内
　20歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入
しなければなりません。しかし、学生の方は一般的に

所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、

国民年金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制

度」があります。対象となる方は、学校教育法に規定

する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門

学校、専修学校及び各種学校（修業年限1年以上であ
る課程）に在学する学生等で、ご本人の前年所得が次

の計算式で計算した金額以下であることが条件です。

＜所得のめやす＞

118万円＋｛扶養親族等の数×38万円｝
　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までと

なりますが、承認を受けた次の年度も在学予定である

場合、４月はじめに再申請の用紙が送られてきますの

で、引き続き学生納付特例制度をご希望の場合は、必

要事項を記入の上ご返送ください。

◆問い合わせ先　役場町民課　☎８７５－５８０５

■資源ゴミ還元事業 平成27年分

３月分
段ボール 新　聞 雑　誌 積立金

2,750kg 5,820kg 5,500kg 85,234円

累計 7,640kg 18,990kg 15,430kg 255,884円

 (６円/kg) (６円/kg)  (５円/kg)
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◆問い合わせ先　八郎潟保育園　☎８７５ー５１７２

４月のげんきっこ広場
家庭とは一味違う遊びを楽しんだり、おしゃべりしたり・・・
気軽に遊びに来てください。

◎「はっぴぃ」の部屋開放の日
保育園の「はっぴぃ」の部屋を開放しています。お友だちと誘い合って
ご利用ください。※22日は「ふれあいマッサージ」の日です。
生後７カ月頃までの赤ちゃんが対象です。

◎園庭開放 平日は毎日開放　9:00～11:00　14:00～16:00

15日,22日　9:00～12:00

天気のいい日は園庭で遊ぶことができます。
※事務室に声を掛けてから遊んでください。

日にち

14日（火）
17日（金）
21日（火）
24日（金）
28日（火）

時　間

9:00～12:30

9:00～12:00

9:00～12:30

場　所

保健センター

ロマンの里

保健センター

ロマンの里

保健センター

内　容

段ボールの車で遊ぼう！

ころころおもちゃで遊ぼう！

小麦粉粘土の感触あそびを楽しもう！

すべり台で思いっきり遊ぼう！

お誕生会、身体測定

地域子育て支援センター

「はっぴぃ」から❹月のお知らせ
地域子育て支援センター

「はっぴぃ」から❹月のお知らせ「はっぴぃ」から❹月のお知らせ

第13回秋田県障害者スポーツ大会

●大会期日及び会場
８月29日（土）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
水泳（秋田県立総合プール）
アーチェリー（秋田県勤労身体障害者スポーツセンター）
一般卓球（秋田市立体育館サブアリーナ）
サウンドテーブルテニス（秋田県心身障害者総合福祉センター）
バレーボール（秋田市立体育館メインアリーナ）

９月12日（土）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
陸上卓球（秋田県立中央公園陸上競技場）
フライングディスク（秋田県立中央公園球技場）
ボウリング（ボウルジャンボ秋田）

●申込方法　４月27日（月）より、役場福祉課で要綱や申込関係書類の
配布を開始します。また、同日に当協会ホームページにもアップロードし
ますのでそちらもご覧ください。なお、役場窓口での申込締切は５月29日
（金）とします。

　　　◆問い合わせ先（一社）秋田県障害者スポーツ協会事務局
　　　　☎８６４－２７５０
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情報プラザ情報プラザ情報プラザ

役場直通電話番号・メールアドレス

◆出　納　室 ☎875－5804

　kaikei@town.hachirogata.lg.jp

◆総　務　課 ☎875－5801

　soumu@town.hachirogata.lg.jp

◆税　務　課 ☎875－5807

　zeimu@town.hachirogata.lg.jp

◆町　民　課 ☎875－5805

 5806

　tyoumin@town.hachirogata.lg.jp

◆福　祉　課 ☎875－5808

　fukushi@town.hachirogata.lg.jp

◆保　健　課 ☎875－5813

　hoken@town.hachirogata.lg.jp

◆産　業　課 ☎875－5803

　sangyou@town.hachirogata.lg.jp

◆建設課・水道課 ☎875－5809

 5811

　建設担当
　kensetsu@town.hachirogata.lg.jp
　上下水道担当
　jyougesui@town.hachirogata.lg.jp

◆教　育　課 ☎875－5812

　kyouiku@town.hachirogata.lg.jp

◆幼　稚　園 ☎875－2734

　youchien@town.hachirogata.lg.jp

◆議会事務局 ☎875－5810

　gikai@town.hachirogata.lg.jp

◆保健センター ☎875－2800

　hokensenta@town.hachirogata.lg.jp

◆地域包括支援センター（保健センター内）

 ☎875－2835

　houkatu@town.hachirogata.lg.jp

◆オリンピック記念会館

 ☎875－5500

　shatai@town.hachirogata.lg.jp

◆農村環境改善センター（公民館）

 ☎875－5777

　kouminkan@town.hachirogata.lg.jp

●役場代表 ☎018－875－5800

●内容　ＡＥＤを用いた心肺蘇生法
●日時　４月19日（日）午前９時～正午
　　　　（毎月第３日曜日）
●場所　湖東地区消防本部
※講習は無料。４月17日（金）まで
にお申し込みください。
◆申し込み・問い合わせ先
湖東地区消防本部　☎８７４－２４２０

　秋田民謡、みんなで唄うもよし聞
くもよし（無料）
●日　時　４月13日（月）午後２時～
●場　所　防災センター
●参加費　無料
◆問い合わせ先
　まめだが～民謡クラブ（岩村）
　☎８７５－３３３５

　秋田県司法書士会では、毎月第３
木曜日に相続、贈与、借金、多重債
務などについての無料相談会を行っ
ております。※要予約
●日時　４月16日（木）午後１時～４時
●場所　潟上市役所飯田川庁舎１階
◆申し込み・問い合わせ先
　八郎潟町社会福祉協議会　北嶋
　☎８７５－３８７１

　県では住宅を建設又はリフォーム
等される方に対して、次の事業によ
り補助します。
①住宅リフォーム推進事業
②「秋田スギの家」普及促進事業
補助条件などの詳細は県のホームペ
ージ、または県の地域振興局建築課
までお問い合わせください。
◆問い合わせ
　秋田地域振興局建築課
　☎８６０－３４９１

　さあ、男性の出番です！！健康長寿
をのばすには食事が重要なポイントで
す。食生活を通じてみなさんの日常生
活の自立、活性化！対象は65歳以上の
一人暮らしまたは高齢世帯の男性です。
料理を始めるのに性別は関係ありませ
ん。はじめの一歩を踏み出してみませ
んか？下記のすべての日程に参加でき
ることが望ましいです。
開催日程：５月29日（金）、６月19日（金）、
７月31日（金）、８月28日（金）、９月25日
（金）、10月30日（金）、11月27日（金）
◆申し込み・問い合わせ先　
　八郎潟町社会福祉協議会　北嶋　
　☎８７５－３８７１

●日時　５月19日（火）
　　　　午後１時30分～２時30分
●場所　防災センター１階　大会議室
◆申し込み・問い合わせ先　
　八郎潟町社会福祉協議会　北嶋　
　☎８７５－３８７１

環境教育推進法

　正式名称は「環境の保全のため
の意欲の増進及び環境教育の推進
に関する法律」といい、環境保全へ
の理解と取り組みの意欲を高めるた
め、環境教育推進や環境保全に関す
る人材認定等事業の登録、体験の機
会、情報の提供などを定めています。

　この法律では、国や行政などからの
規制や補助を受けず、市民や各主体の
自主的な活動の重要性を述べています。

秋田朝日放送（AAB）
★９日（木） 午前10時30分頃
★10日（金） 午前５時台後半
★20日（月） 午前10時30分頃
★28日（火） 午前５時台後半

「防災ネット八郎潟」に
　アドレス登録を！

　町内で火災や自然災害などが発生
した際に、安全・安心に関係する情報
が配信されます。下記アドレスに空
メールを送ることで登録ができます。
bousai-net@town.hachirogata.lg.jp

◀こちらのQRコード
でアドレスが表示され
ます

◆問い合わせ先
役場町民課　☎875－5806
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弁護士による法律無料相談

秋田県司法書士会

司法書士による無料相談会

エコ活動グループより
みんなでecoを

おとこの料理教室　開催

第86回
まめだが～民謡の集い

湖東地区消防本部

　「定期救命講習」

あきた安全安心住まい推
進事業

秋田ふるさと手作りCM大賞2014
八郎潟町CM ４月の放送日
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　ソフトボールを体験してみません
か？みんなで楽しくやろう！キャッ
チボール！バッティング！ベースラ
ンニング…
●参加対象　湖東地区に在住する小
学生女子
●日時　４月11日（土）午後２時～
●場所　八郎潟小学校グラウンド（雨
天時：すぱーく八郎潟（町民体育館前））
◆問い合わせ先　八郎潟町スポ少ソ
フトボールクラブ親の会会長　土橋
　☎０８０－３１４０－１１５０

「体験教室」を開催します。
●日時　４月14日（火）
　　　　午前９時30分～11時
●場所　防災センター
●参加費　無料
◆問い合わせ先　五城目支部長
　村井　☎８７５－３８０３

　健康保険料率は、医療費支出の増
大、全国との医療費格差の拡大な
どにより、平成27年5月納付分から
10.06%（現行10.02%）に引き上げと
なります。なお、40歳から64歳まで
の方に対する介護保険料率は1.58%
（現行1.72%）に引き下げとなります。
（例）月収20万円（税引き前）の方
の健康保険料は月額約40円増、介護
保険料は約140円減
◆問い合わせ先　全国健康保険協会
（協会けんぽ）秋田支部
　☎８８３－１８４１

●日程　５月７日（木）～９月18日（金）
●場所　医療法人正和会　会議室
 （潟上市昭和）
●対象 全課程の受講が可能な方で、
次のいずれかに当てはまる方。
①福祉の職場に就労を希望し、資格
取得を目指す方
②ボランティアとしての福祉活動を
希望する方
③高齢者を抱え、介護の知識を必要
としている方
④満55歳以下の方（55歳以上の方は
ご相談ください）
●募集人員　60人　※定員になり次
第締め切らせていただきます。
●受講料　45,000円（教材費含む）
※支払方法は、指定口座への振込と
なります。
●申込場所 
介護老人保健施設ほのぼの苑受付
（潟上市昭和大久保字街道下92-1）
※郵送での申し込みは受け付けてお
りません。
●申込期間　
　４月１日（水）～４月30日（木）
●その他
・受講申込は、受講料の振込をも
って手続き完了とさせていただ
きます。
・振込先は、申込書提出時にお知
らせいたします。
・申込には証明写真（３cm×４
cm）と印鑑及び身分を証明でき
るもの（免許証や保険証等）を
お持ちください。

◆問い合わせ先 
　医療法人正和会　玉井
　☎８７７－７１１０

◇人　口

　 当　月　　 先月比　　昨年比

男 2,918人 （－４人） （－68人） 
女 3,400人 （－２人） （－38人） 
計 6,318人 （－６人） （－106人） 
◇世帯数

 　2,481戸 （－１戸）（－６戸） 
◇出　生   ０人　

◇死　亡   ７人

◇転　入   ６人

◇転　出   ５人

（２月届出分）

平成27年
飲酒運転等追放競争結果　１位
（全県25市町村・平成27年１月末現在）

町のミニ統計（２月末現在）
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ソフトボールフェスティバル！介護職員初任者研修

らくらく吹き矢始めませんか

５月納付分から協会けんぽ
の保険料率が変わります
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２
９
８
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、
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ヤ
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と
菜
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が
同
時
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ら
れ

ま
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11 

㎞ 
に
わ
た
っ
て
続
く
２
色

の
花
の
帯
は
圧
巻
で
す
。
４
月
下
旬

か
ら
５
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旬
に
か
け
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は
大
潟
村

で
「
桜
と
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の
花
ま
つ
り
」
も
開
催

さ
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ま
す
の
で
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ち
ら
も
お
楽
し
み
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だ
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三
倉
鼻
公
園

　
三
倉
鼻
は
、
八
郎
湖
を
眺
望
で
き

る
風
光
明
媚
な
桜
の
名
所
と
し
て
知

ら
れ
、
昔
か
ら
数
多
く
の
文
人
墨
客

が
訪
れ
て
い
ま
す
。
明
治
24
年
に
は

幸
田
露
伴
が
、
同
26
年
に
は
正
岡
子

規
が
訪
れ
て
お
り
、
公
園
内
に
は
子

規
の
「
秋
高
う
入
海
晴
れ
て
鶴
一

羽
」
の
句
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
隣
に
は
干
拓
調
査
記
念
碑
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建
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ま
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。
四
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じ
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の
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れ
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引
き
立
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ま
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映
る
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で
す
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を
ド
ラ
イ
ブ
す
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も
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す
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す
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ね
。
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で
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。
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類
の
樹
木
が
植
え
ら
れ
て
お
り
、
季

節
に
よ
り
違
う
景
観
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
町
を
展
望
で
き
る
東
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岸
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を
彩
り
ま
す
。

こ
の
桜
は
、
八
郎
潟
町
町
制
施
行
40

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
平
成
８
年

に
町
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
植
樹
し
て

い
た
だ
い
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も
の
で
す
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岸
沿
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 ふ
れあい

も
う
す
ぐ
お
花
見
の
季
節
！

八
郎
潟
で
見
つ
け
よ
う
　
桜
の
名
所

▼ 
正
岡
子
規
の
句
碑

▲ニャンパチもお気に入りの東屋

▲八郎湖湖岸の桜並木

▲浦大町盥沢の山桜

▲三倉鼻公園から見た実りの秋の八郎潟

─ ３ ─

▼
太
は
こ
の
度
異
動
に
な
り
ま

し
た
。
短
い
間
で
し
た
が
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
広
報

で
学
ん
だ
写
真
は
い
い
趣
味
に

な
り
そ
う
で
す
。

▼
ニ
ャ
ン
パ
チ
グ
ッ
ズ
が
当
た

る
ク
イ
ズ
3
月
号
の
当
選
者
は
、

永
坂
茂
さ
ん
で
す
！
ニ
ャ
ン
パ

チ
ぬ
い
ぐ
る
み
親
子
セ
ッ
ト
を

か
わ
い
が
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
　
　
　
　
太

24平成27年４月号 広報

 


	000まとめ.pdf
	000面付8-23なし

